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2021 年 10 月 17 日(日)礼拝メッセージ(雅歌⑭) 

聖書箇所：雅歌 7 章 11 節～8 章 4 節 

タイトル：「花婿を導いた花嫁」 

 

 雅歌も終盤を迎えています。きょうは雅歌 7 章 11 節から 8 章 4 節までの箇所から、

「花婿を導いた花嫁」というタイトルでお話します。今日の箇所には、花婿を導く花嫁

の姿が描かれています。たとえば、11 節には、「さあ、私の愛する方よ、私たちは野に

出て行って、村で夜を過ごしましょう。」とあります。花嫁が花婿を導いているのです。

極めつけは 8 章 2 節のことばです。「私はあなたを導いて、私を育てた私の母の家にお

連れして、香料を混ぜたぶどう酒、ざくろの果汁をあなたに飲ませて差し上げましょう。」 

とあります。ここにはきっきりと「あなたを導いて」とか「お連れして」とあります。

花嫁が花婿を導いているのです。 

 私たちはいつも花婿であるキリストに導かれていると思っていますが、もちろん、そ

ういう面もありますが、同時に花婿を導いているという側面もあります。これまではど

ちらかというとイエス様に導かれること、イエス様に何かをしていただくことが中心の

信仰でしたが、それと同時に、霊的、信仰的に成長していく中で、今度はイエス様を導

く者に、イエス様に喜んでささげる者へと変えられていくのです。きょうはこのことに

ついてご一緒に考えたいと思います。 

 

 Ⅰ．恋なすびは香りを放つ(7:11-13) 

 

まず、7 章 11～13 節までをご覧ください。「さあ、私の愛する方よ。私たちは野に

出て行って、村で夜を過ごしましょう。私たちは朝早くからぶどう畑に行き、ぶどうの

木が芽を出したか、ぶどうの木が花を咲かせたか、ざくろの花が咲いたかどうかを見ま

しょう。そこで私は、私の愛をあなたにささげます。」 

 

これは花嫁のことばです。花嫁は花婿から「なんと美しいことか。高貴な人の娘よ。」

(7:1)と言われると、10 節でこう告白しました。「私は、私の愛する方のもの。あの方

は私を恋い慕う。」 

これは、花嫁が単に自分を花婿にささげるというだけでなく、また、自分よりも花婿

を優先するというレベルでもなく、「あの方は私を恋い慕う」、つまり、花婿にとって自

分が関心の的であると告白したのです。もう何があっても大丈夫です。花婿が必ず守っ

てくださいますから。そうした平安の中で完全に憩っているのです。花婿は必ず良いこ

とをしてくださるという確信があります。だって自分は花婿にとって関心の的なのです

から。ただ花婿がいて、自分をつかんでいてさえすれば、それで十分なのです。つまり、

花婿にすべてを完全にゆだねているのです。花嫁はそこまで成長しました。 
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そして、花嫁は続いてこう言っています。11 節、「さあ、私の愛する方よ。私たちは

野に出て行って、村で夜を過ごしましょう。」 

この「村」とは 8 章 2 節にある母の家、実家のことです。エルサレムの都会にある

王宮のような華やかなところだけでなく、自分にとって人生の原点でもある実家に戻り、

そこで愛を楽しみましょう、と誘っているのです。 

 

その理由が 12 節に書かれてあります。「私たちは朝早くからぶどう畑に行き、ぶど

うの木が芽を出したか、ぶどうの木が花を咲かせたか、ざくろの花が咲いたかどうかを

見ましょう。」 

彼女は 6 章 3 節で「シュラムの女よ」と呼ばれていますが、シュラムがあるガリラ

ヤ地方ではぶどうの木が芽を出したり、ぶどうの木が花を咲かせたり、ざくろの花が咲

いたりするのを見ることができます。そうした自然の中で夫婦の交わりを持つことがで

きます。それは、エルサレムのような都会では不可能なことです。 

 

13 節をご覧ください。「恋なすびは香りを放ち、私たちの門のそばには、すべての最

上の果物があります。新しいものも、古いものも。私の愛する方よ、これはあなたのた

めに蓄えておいたものです。」 

実家があるガリラヤには「恋なすび」も豊かに実っています。「恋なすび」は「マン

ドレイク」という名で知られていています。昔から薬草として使われていましたが、受

胎効果が有るとも思われていました。創世記 30 章 14 節では、不妊で悩んでいたラケ

ルが姉のレアに、息子ルベンが取って来た恋なすびを譲ってほしいと言っているのはそ

のためです。恋なすびは良い香りを放つため、性的欲情をかき立てるものでもありまし

た。それは花婿と花嫁の関係をより親密にするものです。そこには、恋なすびが香りを

放ち、すべての最上の果物がありました。それは花嫁が花婿のために蓄えておいたもの

です。ですから、ここで花嫁は花婿との関係をより一層親密にするものを用意していま

す、と言っているのです。 

 

それは、私たちにも必要なことです。花婿なるキリストとの関係をより親密にするも

のが必要です。たとえば、私たちが手にしているこの聖書はその一つでしょう。聖書は

「恋なすび」であるとも言えます。イエス様との関係をより親密にさせてくれます。聖

書を通してイエス様の心を知り、イエス様との関係をより身近に感じさせてくれます。

聖書はまさに恋なすびなのです。 

 

また、教会での交わりもそうです。私たちがバプテスマを受けてクリスチャンになる

と、どこからか信仰を捨てるようにとか、少なくともあまり熱心にならないようにとい

うプレッシャーと受けることがあります。そうした中にあっても動揺しないでしっかり
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と希望を告白するために、あるいは、信仰から出てくる愛と善行を促すように励まし合

うために、教会に集まる必要があります。それはただ習慣として集まるというだけでな

く、集会が心の習慣の一部となるような積極的な関わり方が求められるのです。そうで

ないと、信仰から離れてしまうことになるからです。教会での交わりはまさに恋なすび

であり、イエス様との関係をより親密にするために必要なものなのです。 

 

他にどのようなものがあるでしょうか。静かな場所で祈ることもそうでしょう。イエ

ス様のことばを思いめぐらして祈るとき、イエス様の麗しさ、その愛に満たされます。

信仰の良書を読むのもいいです。特に、信仰に生きた人たちの証は、私たちの信仰を励

ましてくれます。バイブルスタディー祈祷会に参加することも大切です。バイブルスタ

ディーに参加することで、それまで気付かなかったことに気付かされます。 

昨年 8 月にスタートした C-BTE のクラスは、先週基本原則シリーズⅠを終了しまし

た。基本原則シリーズⅠでは、クリスチャンライフのベーシックなことを学びますが、

参加している数人の兄弟から、この学びがなかったらただ教会の礼拝に出席して、与え

られた奉仕をして終わりということになっていたのではないかと思います、と言うのを

聞いて、この学びを継続してきてよかったなぁと思いました。まさにこうした学びも恋

なすびです。 

私たちには恋なすびが必要です。イエス様との関係を親密にするためのものを蓄えて

おきたいと思います。 

 

Ⅱ．花婿を導いた花嫁(8:1-3) 

 

次に、8 章 1～3 節をご覧ください。これも花嫁のことばです。1 節には、「ああ、も

し、あなたが私の母の乳房を吸った私の兄弟のようであったなら、私が外であなたに会

ってあなたに口づけしても、だれも私を蔑まないでしょうに。」とあります。どういう

ことでしょうか。 

 

この「口づけ」とは、あいさつとして交わされる軽い口づけのことです。しかし中東

では、今でもそうですが、男女が公に人々の前で口づけを交わすことはできませんでし

た。それが許されたのは家族の間柄に限られていたのです。中東では、女性が外に出る

時は覆いを付けなければならず、外に出て異性と一緒にいることができたのは、唯一血

のつながった兄弟だけだったのです。ですから花嫁はここで、もしあなたが私の母の乳

房を吸った私の兄弟のようであったなら、外であなたに会って口づけしても、だれにも

蔑まれないのに、と言っているのです。つまり、花婿に対する愛情の表現には限界があ

るということです。もっと自由に、もっとあからさまに、もっと強く花婿に対する愛を

表したいと切に願っているのです。 
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皆さんはどうでしょうか。この花嫁のように花婿イエスをもっと愛したいと願ってお

られるでしょうか。もっと自由に、もっと豊かに、もっと親密に愛を表したいと強く願

っているでしょうか。確かに、教会にいる時は大きな声で賛美することができます。涙

して祈ることもできるでしょう。でも家に帰ったらどうでしょうか。クリスチャンは自

分だけという家庭も少なくありません。そうなると、夫やこどもたちの前で祈ったりす

るのを躊躇してしまうかもしれません。職場ではどうでしょうか。クリスチャンばかり

の職場だったら何でもないことでも、ノンクリスチャンが圧倒的に多いところでは教会

の話やイエス様の話をするのをはばかってしまいます。そんな中でももっとイエス様を

賛美したい、もっとイエス様と交わりたい、もっとイエス様のすばらしさを伝えたいと

願っているならどんなにすばらしいことでしょうか。それほどまでにイエスに夢中で、

イエスの愛に捉えられる者になりたいです。 

 

2 節には「私はあなたを導いて、私を育ててくれた母の家にお連れして、香料を混ぜ

たぶどう酒、ざくろの加重をあなたに飲ませて上げましょう。」とあります。 

「私を育ててくれた母の家」とは、花嫁の実家のことです。花嫁にとって実家は、あ

まりいいイメージがありませんでした。1 章 6 節を見ると、そこは兄弟たちにこき使わ

れた所であり、顔が浅黒くなるまでぶどうの番人をさせられたところです。ですから、

できればあまり近づきたくなかったはずです。しかし、その実家にお連れして、香料を

混ぜたぶどう酒と、ざくろの果汁を飲ませて上げたいと言っているのです。なぜでしょ

うか。そこは花婿と出会った思い出の場所だからです。かつて花婿を見失ったとき、花

嫁が彼を見付けたのもこの実家の近くでした。ですから、母の家はもう嫌なところでは

なくなったのです。そこは花婿と出会うことができたすばらしい場所という思いを抱く

ことができるようになりました。 

 

それは私たちにも言えます。私たちにも実家のようなところがあります。別に実家が

悪い所という意味ではありませんよ。彼女の場合はそれが実家であったというだけのこ

とですが、そのようにいじめられたり、意地悪されたり、侮辱されたり、こき使われた

りと、あまり良いイメージを持つことかできない場所があるということです。しかし、

そんなところでも、イエス様と出会うなら、そこは最高の場所となります。 

 

その実家である母の家に導いて、そこにお連れして、香料を混ぜたぶどう酒、ざくろ

の果汁の果汁をあなたに飲ませて上げましょうというのです。えっ、逆じゃないですか。

そこに導いて、ぶどう酒やざくろの果汁を飲ませてくれるのは花婿の方ではないのです

か。これまでもずっとそうでした。いつも花婿が花嫁を導いてくださいました。花嫁が

花婿を導くなんておこがましいことです。でもここでは花婿が導いているのではなく、
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花嫁が導いてと言っています。花嫁が花婿を母の家にお連れしたいと言っているのです。

どういうことでしょうか。 

 

確かに、私たちはイエス様に導かれている者です。私たちが救いに導かれたのもそう

です。それはイエス様の導きによるものであり、一方的な恵みです。しかし、同時に、

私たちもイエス様を導いている面があるのです。たとえば、イエス様は大宣教命令の中

で、「あなたがたは行って、あらゆる国の人々を弟子としなさい。父、子、聖霊の名に

おいて彼らにバプテスマを授け、わたしがあなたがたに命じておいた、すべてのことを

守るように教えなさい。見よ。わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたとともにい

ます。」(マタイ 28:19-20)と言われましたが、「あなたがたは行って、あらゆる国の人々

を弟子としなさい」と言われたイエス様は、同時に、「見よ。わたしは世の終わりまで、

いつもあなたがたとともにいます。」と言われました。つまり、私たちが出て行くとこ

ろには、いつもイエス様が共におられるのです。言い換えると、クリスチャンがイエス

様をお連れするという面があるということです。それはイエス様に何か指図するという

ことではなく、イエス様が喜んでくださるところにお連れするということです。花嫁が

お連れしたかったのは、彼女を育ててくれた母の家でした。そこで香料を混ぜたぶどう

酒と、ざくろの果汁を飲ませて差し上げたかったのです。 

 

「香料を混ぜたぶどう酒」とは、究極の喜びを表しています。「香料」は祈りの象徴、

「ぶどう酒」は喜びの象徴です。祈りに喜びが混ぜ合わされているというのは、あるい

は、喜びに祈り混ぜ合わされているというのは、ただの喜びではなく究極の喜びである

ということです。それは尽きることがない喜びです。揺らぐこともなく、失われること

もありません。そのような喜びを花婿に差し上げましょう、と言っているのです。 

 

ヨハネの手紙第三 1 章 3 節にはこうあります。「兄弟たちがやって来ては、あなたが

真理に歩んでいることを証ししてくれるので、私は大いに喜んでいます。実際、あなた

は真理のうちに歩んでいます。」 

この手紙は、当時エペソの教会の長老であったヨハネが書いた手紙ですが、ここで彼

は、「兄弟たちがやって来て、あなたがたが真理に歩んでいることを証ししてくれるの

で、私は大いに喜んでいます」と言っています。彼にとっての喜びは、クリスチャンが

真理に歩んでいるということでした。それはヨハネに限ったことではなく、牧師であれ

ばみんなそうです。クリスチャンが真理に歩んでいること、信仰に堅く立っているとい

うことを聞くことほど大きな喜びはありません。それは大牧者であられるイエス様も同

じです。イエス様が喜んでくださることは、私たちが真理のうちに歩むことです。その

ようなものを飲ませてさしあげることかできます。 
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それは、ざくろの果汁にも言えることです。よくスーパーに行くとざくろのジュース

が置いてありますが、ざくろは強い抗酸化力があるので、ガンや腎臓病の予防に効果的

だと言われています。また、美白化粧品にも使用されるエラグ酸を含むので、くすんだ

肌を美白肌へと導いてくれるそうです。それは疲れたからだを癒す効果がある最高の飲

み物でした。それを飲ませい差し上げましょう、というのです。それはどれほど花婿を

爽やかな気持ちにさせることができたでしょうか。こうしたものをイエス様にささげる

ことができるのです。 

 

これまで私たちは、イエス様から何かをしていただくことしか考えられなかったかも

しれませんが、でも私たちが霊的、信仰的にステップアップしていく中で、今度はイエ

ス様に差し上げることができるようになってきます。イエス様にとって喜びとなるもの、

イエス様にとってすがすがしく、爽やかにさせるものをささげることができるのです。

そのためには、まず自分自身をささげたいですね。なぜなら、イエス様が求めておられ

るのはお金でも、時間でも、労力でもでもなく、私たち自身であるからです。つまり、

献身するということです。それがイエス様にとって最もうれしいことであり、喜んでく

れることなのです。花嫁が花婿に自分をささげるように、キリストの花嫁である私たち

は、花婿であるキリストに自分をささげたいと思うのです。 

 

3 節をご覧ください。ここには「ああ、あの方の左の腕が私の頭の下にあって、右の

腕が私を抱いてくださるとよいのに。」とあります。これも 2 章 6 節で語られていたこ

との繰り返しです。あの方の左の腕が私の頭の下にあるとは、左の腕でがっちりと支え

ているというイメージです。そして右の腕が私を抱いてくださるとは、優しく抱きしめ

ているというイメージです。ちょうど母親が赤ちゃんを抱っこしている姿です。それは

確かな保護と細やかな愛情を表現しています。あなたが危険に陥らないようにがっちり

と支えていてくれます。あなたがつまずいて倒れそうになった時、主は力強い御手をも

って支えていてくださるのです。 

あなたはそのようなイエス様の愛情を感じているでしょうか。包み込むような優しい

愛情を受けているでしょうか。イエス様の腕が、文字通りあなたをしっかり支えている

ということを覚えていてください。イエス様がおられるなら寂しくありません。もう何

も怖くはないのです。あなたの下には永遠の腕があるからです。ここに真の満たしと安

心感を得ることができます。あなたにとってイエス様がそのような方であるかどうかを

もう一度考えてほしいと思います。 

 

Ⅲ．揺り起こしたり、かき立てたりしないでください(4) 

 

最後に、4 節をご覧ください。「エルサレムの娘たち。私はあなたがたにお願いしま
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す。揺り起こしたり、かき立てたりしないでください。愛がそうしたいと思うときまで

は。」 

これも花嫁のことばです。ここで花嫁はエルサレムの娘たちにお願いしています。「揺

り起こしたり、かき立てたりしないでください。愛がそうしたいと思うときまでは。」

と。これは 2 章 7 節と 3 章 5 節にもありました。振り返ってみましょう。2 章 7 節に

は、「エルサレムの娘たち。私は、かもしかや野の雌鹿にかけてお願いします。揺り起

こしたり、かき立てたりしないでください。愛がそうしたいと思うときまでは。」とあ

りました。また、3 章 5 節にも、「エルサレムの娘たち。私は、かもしかや野の雌鹿に

かけてお願いします。揺り起こしたり、かき立てたりしないでください。愛がそうした

いと思うときまでは。」とありました。それがここでもう一度繰り返して言われている

のです。 

なぜ繰り返して言われているのでしょうか。2 章 7 節で説明した時にもお話しまし

たが、この繰り返しによって一つの場面を締めくくっているからです。ですから、8 章

5 節から、また新しい場面を迎えることになります。それはこの雅歌全体のクライマッ

クスです。しかし、それだけでなく、実は、このことがとても大切なことだからです。

その大切なことを思い起こしてほしかったのです。 

私たちは大事なことでもすぐに忘れてしまいます。喉元(のどもと)過ぎれば熱さを忘

れるで、どんなに大事な教訓でも、喉元を過ぎるとそれがどんなに熱かったのかを忘れ

てしまいます。思い起こす必要があります。だから繰り返して語られているのです。「あ

あ、これは本当に大事なことでした。」と思い起こさせているのです。その内容はどん

なことかというと、「揺り起こしたり、かき立てたりしないでください。愛がそうした

いと思う時までは。」です。これは直訳すると、「あなたがたは揺り起こしたり、かき立

てたりして、私の愛を目覚めさせないでください。私が良いと思う時までは。」となり

ます。私が良いと思う時までは、私がそうしたいと思う時までは、揺り起こしたり、か

き立てたりしないで、そっとしておいてくださいとお願いしているのです。 

 

このエルサレムの娘たちはたびたび登場していますが、彼女たちの存在は本当に有難

いものです。その度に何かを気付かせてくれます。たとえば、5 章 9 節では花嫁が花婿

を見失ったとき、彼女は必至になって花婿を捜すも見つからなかったとき、このエルサ

レムの娘たちにお願いして、一緒に捜してください、そしてあの方を見付けたら、あの

方に言ってください。私は愛に病んでいる、と。 

するとこのエルサレムの娘たちは言いました。「いったいあなたにとって花婿はどん

な存在なんですか、ほかの親しい者たちより何がまさっているのですか。」と。それで

花嫁はハッとして、花婿のすばらしさを思い起こし、その存在のすばらしさを告白しま

した。「あの方のすべてがいとしい。これが私の愛する方、これが私の恋人です。」いわ

ば、彼女の思いを引き上げてくれたわけです。有難いことです。 
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しかし、そのような存在であるがゆえに、時にはお節介とも思われる言動をすること

がありました。それで花嫁は「ちょっと待ってください、私は静かに考えたいのです。

私がそうしたいと思う時まで、私の心を揺り動かしたり、かき立てたりしないでくださ

い。」とお願いしているのです。花嫁は、花婿との愛の関係をどれほど大切にしている

かがわかります。事ある度に花婿との関係を思い起こしては、花婿との関係を大事にし

ているのです。彼女の成長ぶりが伺えます。 

 

事ある度にイエス様との関係を思い起こすこと、これは私たちにも求められているこ

とです。あなたにとってイエス様はどのような存在でしょうか。あなたとイエス様との

関係はどうでしょうか。あなたにとってイエス様との関係が何よりも大切となっている

でしょうか。イエス様との関係がどうなのかを、私たちも事ある度に思い起こし、キリ

ストの愛に目覚めるように祈りたいと思います。 


